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小型のうねり地形ができる.その地形はリップル (リップル ･マーク,漣痕. 砂漣)と
呼ばれる.一方向流でつくられたものがカレント･リップルで,振動流でつくられたも
のがウェーブ ･リップルである.両者はその形態や内部構造が異なることから区別され


























































































































横川美和 ･増田富士雄 ･坂本隆彦,1992:大阪層群のウェーブリップルから推定 した波
浪条件.堆積学研究会報,37,43-52.
YoKOKAWA,M.,MASUDA,F.andENDO,N.,1995:Sandparticlemovementonmlgrahng
combined-flowripplesJouT.SedJ'mentaryResearch,65(in-press).
F;
1■
1-∴∴
図3 地層にみられる複合流リップル.aは茨城県出島村峰浜の約12万年前の内湾底堆
積物にみられる細粒砂のリップルで,粘土層 (白色部)におおわれる.スケールは
鉛筆 (長さ約15cm).bは京都府相楽郡精華町の約100万年前の潮汐堆積物にみられ
る極細粒砂のリップルで,粘土層に挟まれる.写真右下のピンは直径8mm.
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